
　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入やそ

の他の所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生

活を支援するために、年金に上乗せして支給される

ものです。

　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や

事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施

します。

■対象となる方

＊老齢基礎年金を受給している方

以下の要件をすべて満たしている必要がありま　

す。

 65歳以上である

 世帯員全員が市町村民税が非課税となっている

 年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以

下である

＊障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方

　以下の要件を満たしている必要があります。

 前年の所得額が約462万円以下である

■請求手続き

①新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいた　

だける方

お受け取りの対象になる方には、日本年金機構か

ら10月中旬ごろから、請求可能な旨のお知らせを

送付します。同封のはがき（年金生活者支援給付

金請求書）に記入し提出してください。令和３年

２月１日までに請求手続きが完了しますと、令和

２年８月分からさかのぼって受け取ることができ

ます。

②年金を受給しはじめる方

年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区

町村で請求手続きをしてください。

■日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や

案内にご注意ください。

葛日本年金機構や厚生労働省から、電話でお客様の

家族構成や金融機関の口座番号・暗証番号をお聞

きしたり、手数料などの金銭を求めることもあり

ません。

葛年金生活者支援給付金のご請求でお困りになっ　

たときには、お電話ください。

◎問い合わせ先

　『ねんきんダイヤル』

　緯 0570−05−1165（ナビダイヤル）

　冬というと、真っ先に浮かぶのは「雪」だと思い

ます。すでに道内では初雪が観測されていますが、

旭川での「初雪」の平均値は10月17日となっていま

す。また、地面が雪に白く覆われる状態となる「積

雪」は11月４日、降った雪が融けずに積雪状態が継

続する「長期積雪」（根雪）は11月23日が平均値と

なっています。

　ご記憶の方も多いとは思いますが2016年は冬の

訪れが早く、旭川での初雪は10月20日とほぼ平年

並みでしたが、「長期積雪」は10月29日と平年より

１か月弱早くなり、11月上旬には30センチを超え

る積雪状態となりました。このように年によっては、

急に積雪状態になることもあります。

　また、峠や山間部では平地よりも気温が低いため、

雨が降ると路面が凍って滑りやすくなります。

平地に比べて初雪や積雪状態になることが早いため、

車で峠を通行する方や山間部にお住まいの方は、雨

や雪などの天気予報に注意しましょう。

　気象台では、峠や山間部で初めて積雪状態になる

ことが予想されたとき、平地で初めて積雪状態にな

ることが予想されたときには「雪に関する気象情報」

を発表して、積雪や路面の凍結による交通障害につ

いて注意を呼びかけています。天気予報や週間天気

予報で雪の予報が出されたら、家の周りの片づけや

車のタイヤ交換など、早めに冬の備えを行いましょ

う。

◎問い合わせ先および詳細

　旭川地方気象台

　緯 0166−32−7102

　旭川地方気象台ホームページ

　http：//www．sapporo−jma．go．jp/asahikawa．html

　厚生労働省では、『国民お一人お一人、「ねんきん

ネット」等を活用しながら、高齢期の生活設計に思

いを巡らしていただく日』として、11（いい）月30

（みらい）日を「年金の日」としました。

　この機会に、「ねんきん定期便」や「ねんきんネッ

ト」で、ご自身の年金記録と年金受給見込額を確認

し、未来の生活設計について考えてみませんか。

　「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでも

ご自身の年金記録を確認できるほか、将来の年金受

給見込額について、ご自身の年金記録をもとに様々

なパターンの試算をすることもできます。

　「ねんきんネット」については、日本年金機構の

ホームページでご確認いただくか、留萌年金事務所

にお問い合わせください。

◎問い合わせ先

　留萌年金事務所

　緯 0164−43−7211

年金生活者支援給付金制度について

冬に備える
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検索年金給付金

１１（いい）月30（みらい）日は
「年金の日」です ！ ！




